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一般社団法人 日本動力協会設立 75 周年を迎えて 

一般社団法人 日本動力協会 

会 長  廣 瀬 直 己 

一般社団法人日本動力協会は、2025 年 12月をもちまして設立 75周年を迎えます。 

長年にわたり活動を支えてくださった会員企業・団体の皆さま、並びに関係各位の 

ご支援に、心より感謝申し上げます。 

当協会は、1924年に開催された第 1回世界動力会議（現在の世界エネルギー会議）に

参加した方々によって、1927年に発足しました。第二次世界大戦の影響により一時解

散を余儀なくされましたが、戦後の 1950年に再結成され、現在に至っております。 

したがって、その歴史は 100年近くに及び、この間、「エネルギーの開発及び利用に

関する進歩発達を図る」という理念の下、わが国の産業発展と歩みを共にしてまいり

ました。 

1950〜60年代の高度経済成長期にはエネルギー需要が急増し、供給力の確保に奔走し

ました。70年代には二度の石油危機を経験し、国家的課題として「省エネルギー」が

掲げられ、当協会は産業界の知見を結集し、省エネ推進のための調査研究や情報共有

に努めました。 

1995 年には世界エネルギー会議東京大会を主催し、各国の政府・産業・学術関係者を

迎えて持続可能なエネルギーの未来を議論し、国際社会における日本の責任と役割を

確認する契機となりました。 

1990 年代後半から 2000年代にかけては、地球温暖化への対応が重要課題となり、再

生可能エネルギーの導入が本格化しました。当協会は、エネルギー政策の多様化や技

術革新をめぐる議論の場を提供し、会員間の協力関係の強化に努めてまいりました。

そして、2011年の福島第一原子力発電所の事故をきっかけに、安全やレジリエンスに

対する意識が一段と高まることとなりました。 

現在、世界は再び大きな転換期を迎えています。ロシアによるウクライナ侵攻を機に

エネルギー市場は混乱し、エネルギー安全保障の重要性が再認識されています。同時

に、2050年カーボン・ニュートラルの実現に向け、脱炭素化と安定供給の両立という

新たな課題にも直面しています。

このような時代にあって、当協会は国際的ネットワークと国内外の知見を活かし、政

策・技術・市場の動向を俯瞰しつつ、産業界の健全な発展と社会の持続的成長に貢献

する決意です。これまで築いてきた信頼と実績を礎に、新たな価値創造に挑戦し、持

続可能で安全・安定したエネルギー社会の実現を目指してまいります。 

今後とも変わらぬご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 





〜  ⽬  次  〜 

【講演資料】 

講 演 ①

電 気 事 業 連 合 会         会⻑ 林   欣吾 ・・・  １

講 演 ②

⼀ 般 社 団 法 ⼈ ⽇ 本 ガ ス 協 会 会⻑ 内⽥ ⾼史 ・・・ ７

講 演 ③

⽯ 油 連 盟 会⻑ ⽊藤 俊⼀ ・・・１３

講 演 ④

⼀般財団法⼈カーボンフロンティア機構 会⻑ 渡部 肇史 ・・・１７

講 演 ⑤

⼀般社団法⼈⽇本電機⼯業会 会⻑ 漆間 啓 ・・・２１

世界エネルギー会議（WEC） 第２７回リヤド⼤会 のご案内 ・・・２５
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